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テーマの一部である。16 世紀～ 18 世紀における日本とスーダンチョンとの関係を




2　1最初の旅は 2013 年 7 月 9 日から 7 月 21 日までチャン・ドック・アィン・ソン博士により主





















交と交易を認めた 9 通の手紙のコレクションである。これらの手紙は 1591 年、
1609 年、1610 年（2 通）、1611 年、1624 年（2 通）、1672（2 通）に書かれたもので
ある（写真 1）。その中で、特に注意すべきものは、『クアンフン』14 号（1591 年）











　3.　1617 年と 1633 年に日本の商人が、日本の商船の積荷購入についてスーダン







　5.　17 世紀の 4 枚の手紙のコレクション。江戸時代の日本の角屋という名高い商
4　本資料は現在福岡県の九州国立博物館に保管されている。
5　上に同じ。
6　1本資料は現在福岡市の博物館に保管されている。九州国立博物館により 2013 年 6 月 14 日～
2013 年 9 月 6 日にかけて開催された「The Great Story of Vietnam」展で展示された。
7　1本資料は日本の重要文化財として認められた。同じく「The Great Story of Vietnam」展で展示
された。
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　6.　徳川幕府の官吏である近藤重藏が 1795 年～ 1797 年の間に編纂した『安南紀
略藁』の手書きの作品。『安南紀略藁』は漢文と日本語で書かれ、16 世紀～ 18 世
8　1本資料は現在博物館に保管されており、日本の重要文化財として認められている。こちらも
「The Great Story of Vietnam」展で展示された。
写真 1　院王から日本政府へ提出された手紙 写真 2　朱印状があるコレクション
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16 世紀～ 18 世紀に作られたフォクティック陶器（トゥアティエンフエ省）のうち茶
色の釉薬の陶器に属するもの（写真 10b および 10c）もある。それは、スーダンチョ
ンの陶器が 16 世紀～ 18 世紀の間に堺に輸入されたことの証拠である。
11　1彼らは自らの旅とダンチョンで体験したことを長久保赤水という人物に語った。長久保赤水
はその後、『長崎行役日記』を書いた。








1570 年までに、琉球は、交易のために 116 の商船をシアムとパタニ（タイ）、安南（ベ
トナム）、マラッカ（マレーシア）、パレンバン、スマトラ、ジャワとスンダ（インド
ネシア）を含めた、東南アジアの各港へ派遣した。これらの商船の多くはタイとイ






どが見つかった（写真 13a ～ 13b）。



























　長崎は 16 世紀から 18 世紀にかけて日本の最も重要な港であり、日本の海上交易







崎で発掘されたベトナム陶器のほとんどは年代が 16 世紀～ 17 世紀のもので、スー
ダンゴアイ（交趾国）陶器の碗や皿、チャンパ陶器の素焼きの瓶やジャー、ゴサイ
ン陶器の碗および茶器である茶色の釉薬の陶器と白磁などである（写真 18）。











本へ輸出していたところでもある。これは 15 世紀～ 18 世紀の間の、日本とスーダ
ンチョンとの交易関係を示す生き生きとした証拠である。
3.　博物館の物品













右：写真 18　長崎で発掘された 16 世紀～ 17 世紀頃のゴサイン陶器の碗・茶器
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交易絵巻」である（写真 20a ～ 20d）。この絵は現在浄
妙寺に保管されており、愛知県の重要文化財に指定さ
れている。












































写真 21a–21d　朱印船交趾渡航図巻絵巻（17 世紀後半～ 18 世紀前半）
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年～ 1751 年）がクアンアンで購入し、1728 年
に日本に持ち帰らせ、京都御所にある中御門
天皇（1701 年～ 1737 年）に「謁見」させたり、
1729 年にランス Reign 王皇（1654 年～ 1732 年）に「謁見」させた 2 頭の象を描い
た絵（写真 26a–26d）。この絵は現在関西大学図書館で保管されている。
　9.　象を描画した 19 世紀の彩色画。徳川吉宗将軍がクアンアンで購入し、1728
年に日本へ持ち帰らせた 2 頭の象のうちの 1 頭を描いている（写真 27）。この絵は
現在関西大学図書館に保管されている。






　以上が、我々が「16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナム中部との関係」とい
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